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過去数年の間,脳の働きを辛抱強く探求してきた生理学者は,認知と意志の反応に関する説明
に限局してきた。脳を感覚中枢と運動中枢に分けると, この分け方が,経験′心理学によって行わ
れた心を知覚的および意識的成分の単純な要素に分解することと極めて類似していることがわかっ
た。 しかし心の感性的なaesthetic領域である熱望,喜び,苦痛,情動は全ての研究者からこと
ごとく無視された。それ故, もしFerrier博士やMunk博士にこれらの精神的要因についての脳
の理論を尋ねたとしたら,二人は,その事についてまだ何も考えたことはないとか,はっきりし
た仮説を立てるのが難 しいことが分かったとか,将来の課題として残されたままであり,より簡
単な課題がはっきりと解決されてから始めて扱われるべきであると答えるであろう。
しかし,情動に関する二つの考え方の内,一つが真実であるに違いないことが現時点ではっき
りしている。その内の一つは,離れているが独立 して情動に影響する特定の中枢が脳の中枢部に
あることである。もう一方の考えは,既にある運動中枢と感覚中枢の中か,あるいはまだ判明し
ていないが, これと似た別の領域の中で起こるプロセスと情動が対応していると考えることであ
る。もし前者が正 しいならば,我々は現在の見解を否定しなければならないし,大脳皮質が身体
のあらゆる感覚やあらゆる筋肉に対する“投射"表面以上の何かであると考えなければならない。
もし後者が正 しいならば,感覚中枢や運動中枢における情動 “プロセス"が共に固有のものであ
るのか,あるいはこれらの中枢が既に脳に存在すると考えた上で通常の認知プロセスと情動プロ
セスが類似しているかどうか問わなければならない。この論文の目的は,後者の見解が真実に最
も近いものであること,情動の脳過程が通常の感覚性脳過程と類似しているだけでなく,実際に
はそういった過程が様々に組み合わされたものに他ならないことを示すことである。この主たる
結論によって複雑な脳生理学の概念は簡略化されるだろうし,筆者が考える以上に応用幅の広い
脳のスキーマが掌握されることがわかるだろう。 しかし, これが, これから力説する議論の主な
結論と思われるかもしれないが,以下の議論はそういった結論のために予め作られたものではな
いということを言っておかなければならない。これらは断片的な内観観察から生まれており,大
脳皮質生理学がもたらした思考の単純化という概念と結びついていることであり,以前よりもっ
と重要になるだろう。
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私がここで提案する唯一の情動は明らかな身体的表出を持つ情動であるということを最初に述
べておかなければならない。精神的操作と切っても切れない関係があるが,結果として明白な身
体的表出を伴わない喜び,嫌悪,興味や興奮という感じfeelingsが存在することは,あらゆる読
者にとって本当であると思われる。ある種の音,輪郭,色の配列は,身体や顔の動きを促したり
するに充分な感じを伴わないで脈拍や呼吸を速めたり,身体や顔の動きを促したりすることが認
められるが,他では逆のこともある。ある種の一連のアイデアは,他のアイデアが疲労させられ
ると同程度に魅惑的でもある。問題が解けることは心からの知的喜びであるが,未解決のままに
残 しておくことは心底知的拷間である。最初の例である音,輪郭,色は身体的感覚であリイメー
ジでもある。第二の例は観念中枢におけるプロセスと独占的に依存 しているように思える。これ
らを共に考えると,行動が起っているところではいつでも,ある形の神経―行動に固有な喜びと
か痛みが存在しているように見える。現在, このような感 じについては完全に脇に置き,ある種
の身体的乱れの波が,興味ある音や景色の知覚に伴ったり,興奮する一連のアイデアの出来事に
伴うところのもっと複雑な場合に注意を限定 しなければならない。驚き,好奇心,有頂天,恐れ,
怒り,渇望,貪欲,嗜好は,人間が持っている心的状態の名称となっている。身体的乱れは, こ
れらいくつかの情動の “表示manifestation"とも,“表出expression"とも“自然言語natural
language"とも呼ばれている。そして共に強 く内外から特徴づけられたこれらの情動自体は標
準standard情動と呼ばれている。
このような標準情動についての自然な考え方は,ある事実の心的知覚が情動といわれる心的感
情montal affectionを興奮させ, この心の状態,すなわち心的感情が身体的表出を生 じさせる
というものである。これに反し,私の仮説は,身体的変化が興奮している事実の知覚を直接伴い,
これらが起こすと同じ変化の感 じfeelingが情動emOtionであるということである。一般的にい
えば,幸運を失ったときには悔 しいし悲しい。また熊に遭ったときには怖 くなり逃げる,敵に屈
辱されたときには怒り攻撃すると考える。ここで正 しいと論 じている仮説は, この一連の順序が
誤りであり,一つの心的状態は他の心的状態によって直接生じるのではない。合理的な説明は,
はじめに身体的表出がそれらの間隙に入り込み,われわれが泣き叫ぶために悲しく,衝突するた
めに怒り,震えるために怖 くなることで,悲しくなり,怒り,怖くなったために泣き叫び,衝突
し,震えるわけでない。もし知覚に続く身体的状態がなければ,後者は情動的温かみのない形や,
細長さや無色における純粋な認知である。われわれが熊を見たとき,逃げるのが最良であると決
断し,屈辱を受けたときには攻撃することが正しいとみなす。 しかしその時,実際に恐れや怒り
を感じているはずがない。
このありのままのことを述べると, この仮説は確実に不信感をもたれてしまう。 しかし多くの
こじつけた論考は矛盾する性質を和らげるためにも真実に対する説得を生 じるためにも恐らく不
必要である。
まず第一に, この雑誌の読者は,全生物の神経系が,ある特定の環境と接するとき,特定の方
法で反応する性質を持っているということを思い出す必要がある。やどかりの腹部の存在は空の
一-28-―
情動とは何か
エッチュウバイ (貝)がどこかで見つかることを仮定している。それと同じ確度で,猟犬の嗅覚
は一方では鹿や狐の足取りの存在を,そ して他方ではその足跡を追跡する傾向を示唆している。
しかし神経装置は身体外部に存在する明確な物体の配置と器官内部の促進 0抑制の明確なインパ
ルスの間の一つの繋ぎ一ハイフンに過ぎない。雌鳥が土の上の白い卵型の物を見たとき,雌鳥は
それを放ったらかしにすることはできない。すなわち雌鳥は,雌鳥の装置から,小さくて動き回
りさえずるひよこへの変換という全く新 しい一連の反応を引き出すまで,そこに戻ってきてそれ
を暖めるはずである。女性にとっての男性の愛や子どもにとっての母親の愛,蛇への怒り,崖で
の恐怖, これら全ては,一つの型どおりな世の中の装置が,熟慮 した理由に対する判断に先立っ
てか, ときには全 く逆の仕方で,特定の心的反応と身体的反応を宿命的に呼び起こす例として描
かれる。Darwinと彼の後継者の研究は,特定の生物の他の特定の対象に対する普遍的な依存状
態と,それぞれの生物が神経系に刻み込まれた特定の関係を状況の中でどのようにもたらすかを
示 した最初である。
事実,全生物は一種の錠のようなものであり,その刻み目やバネは鍵独特の形を思い起こさせ
る。 しかし,その鍵は錠に取り付けられた状態で生まれるのではなく,生活が進むにつれて確実
に身近で見い出されるものである。そして,その錠は自分自身の鍵以外のどれとも無関係である。
卵は猟犬を魅惑するには足りないし,鳥は崖を恐れない,ヘビは同種のものに怒ることはない,
鹿は女性や人間の赤ちゃんに対 して関心を示さない。 この見解に関 してさらに知りたい人は
Schneiderの“動物の意志Der thierische Wille"を読むべきである。この文献以外に,動物の行
動が住む環境の特定の様相を正確に予期 したものはない。
情動がある事実の知覚によって直接引き起こされる限りでは,情動はもちろん神経的予期の範
囲内である。象を充分に経験している子供にとって,たとえ象がかん高い叫びを立てて,突然襲っ
てきたことがわかっても怯えないだろう。小さなかわいい裸の赤ちゃんを見て喜ばない女性はい
ないし,荒野の中で遠方から来る人を見て興奮や好奇心を抱かない人はいないだろう。私は, こ
れらに付随して起こったものに対 してある種の身体的動きが存在する限りにおいて情動を十分に
考慮すべきであると言っている。しかし,私の最初のポイントは,それら身体的に付随して起こっ
たものが,私たちが普段考えるより,より複雑で到達 しがたいものであることを示すことである。
芸術的視点から書かれている表情に関する初期の本の中で,外部から見える情動のサインは,
表情が唯一のものであった。Charles Bell卿の有名な“表情の解剖Anatomy of Expression"は,
呼吸の変化に注目している。BainやDarwinの論文は,腺や筋,そ して循環器官の働きの変化
を含む内臓因子の研究により深 く言及 している。 しかし,Darwinは一つの標準情動に特徴的な
全ての身体的影響を徹底的に列挙したわけではない。生理学の一層の発展によって,身体的変化
がどれだけ無限に多く,また微妙なものであるかに我々は気づきはじめている。容積変動記録器
Plethysmographを用いたMossoの研究は,我々の意識のあらゆる変化がわずかでも,心臓だ
けでなく循環器系全体が,反響 (回路)を構成 しているような一種の音作製ボードを形成してい
ることを示 している。どんな感覚も収縮 ・拡張の交互の波を腕の動脈に送ることなしに感じるこ
-29-
ウイリアム・ジェームス 〔訳〕福田正治/」LAS(v01.33,2005)27-41
とはない。腹部の血管はより外側にある血管と相反的に働いている。膀洸や口腺,喉そして皮膚
や肝臓は,強い情動では強く影響され,軽いときは一時的に影響されることが疑いなく知られて
いる。心臓の鼓動や呼吸のリズムは,全ての情動において先導役を演 じていることはどんな場合
でも証明されている。そして特定の注意がその事実に向けられるまで,あまり認められないもの
として,情動状態における随意筋の連続的な協調がある。外部の態度に変化が生 じないときでさ
え,内部の緊張は変化する気分に合うよう変化し,調子や緊張の違いとして感じられる。憂鬱な
状態では,屈筋が強くなる傾向にあり,意気揚々また興奮 した好戦的な状況では伸筋が勝る。そ
してこれらの器官活動が影響を受ける種々の順列と組み合わせは,全体として捉えられ身体的反
響性があるならば,情動が精神的な気分それ自身と同じようにユニークなものであることを可能
にする。
各々の情動で修飾された無数の変化は,冷たい血液の中でそれらのどの一つでも完全で統合的
な表示を再現することを難 しいものにさせている。我々は随意筋をうまく動かすことができるが,
皮膚や腺,心臓,その他内臓は動かすことができない。ちょうど,不自然にくしゃみをまねよう
とすると何か現実感に欠けるように,情動を普通に起こさせる原因がない状態で,ある情動を模
倣する試みは“うわべ"になりがちである。
次に気付かされることは,身体的変化の各々はそれが何であれ,起こっている将にその瞬間に,
正確にもしくは漠然と感 じられるということである。もし,読者がこの問題に注意を払わなかっ
たとしても,様々な情動の気分の特徴として,如何に多くの異なる局所的な身体的感 じが自分の
中に見つけられるかに興味を抱き,同時に驚 くだろう。このような好奇心の強い分析の助けを借
りて,情熱の強い噴出傾向を抑えることに期待するかもしれない。 しかし, こでは, この状態
が弱いものより,より強いものが真であると仮定され,彼はより平静な状態を観察することにな
る。我々を占めている四角い入れ物は著 しく敏感である。疑いもなく誰もが持っている性格とい
う意味で,そのわずかの部分も感 じの拍動である曖昧さ,鋭さ,快適さ,痛み,疑わしさに関与
している。ほんの少 しのアイテムが感受`陛の複雑さというものにアクセントを与えるというのは
驚きである。しばしば全 く取るに足らないことだが, ほんのわずかの悩みに心配 したとき, 目と
眉の間の収縮に身体的意識の焦点のあることがわかる。ちょっと困惑すると,喉の中で嘆下や渇
き,軽い咳が強いて起る。そしてもっと多くの例を挙げて述べることができる。ここでの関心は
一般的な見方に関してであり,詳細について議論をするつもりはない。むしろあらゆる出来事の
変化が感じられなければならないという点を認めて,次に進もうに1)。
私は今,理論全体の中のきわめて重要な点, どちらが真実かという点を主張しようとしている。
もし何か強い情動を心に描き,意識から特徴的な身体的症状に関係 した全ての感 じを抜き去ろう
と試みると,情動が構成 している“t的ヽ要素"もなく,後には何も残らない知的認知の冷たくて
中性的な状態だけが残っていることを知るだろう。実際,尋ねられた時,内省がこの状態を証明
していると多 くの人は言うが,幾人かは証明していないと言いうのも本当である。多く人はこの
疑間を理解することができないでいる。想像によって,笑っている感じや物事の滑稽さを意識 し
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て笑おうとしているときの感 じを取り去り,滑稽さの感 じが何に似ており,その対象が
“滑稽"
という種類に属 している知覚以上の何かであるかどうかを人々に尋ねたとき,彼らは,提案され
た対象が物理的に不可能であり,その滑稽な対象を見ると常に笑わざるをえないと強く主張する
だろう。もちろん示された課題は滑稽なものを見て,笑いたいという傾向を排除しなさいという
実際的な課題でない。完全な状態にあると考えられる情動状態から,ある感じの要素を取り去っ
て,残りの要素が何であるかを述べることは純粋に思弁的な問題である。私はこの問題を正しく
理解する全ての人は上で述べた提案に同意すると考えぎるをえない。速い心拍動,深い呼吸,震
えている唇,だらりとした手足,鳥肌,内臓の動き, これら感 じがないとしたら,どんな恐怖の
情動が残っているだろうか。そんなことを考えるのは全く不可能だ。胸の中でのほとばしり,顔
の紅潮,鼻孔の膨張,歯の食いしばりや猛烈な行動への衝動, これらがなくて,柔軟な筋肉,穏
やかな呼吸や静かな表情を伴う怒りの状態や様子を想像できるだろうか。現在の筆者には間違い
なくできない。激しい怒りはいわゆる表出の感覚と同様に完全に蒸散 してしまう。そして,起る
唯一のことは,ある人,あるいは人々にとって彼らの罪の折檻に値する意味の完全に知的な領域
に限局された血も涙もない冷徹な判決文である。深い悲 しみの最中に,涙,すすり泣き,心臓の
息詰り,胸の苦しみが無くて何があるであろうか。ある情況が嘆かわしいというのは感動のない
認知であり,それ以上でもない。振り返って,あらゆる情熱は同じ物語を物語っている。純粋に
身体を抜き去った人間の情動は非実在である。それが物事の本質での矛盾であるとか,純粋精神
が冷徹な知的生活に必ずなるとか言うつもりはない。 しかし私は,我々にとってすべての身体的
感じから分離した情動は想像もできないと言っているのである。自分の状態を厳密に詮索すれば
するほど,自分が有 している気分m00d,感情affection,熱情passionは,通常,表出や結果と
呼ばれている身体的変化という材料から作り上げられているということに納得せざるをえない。
そして私が肉体的に麻痺状態になったならば,感情的で,厳しく傷つきやすい生物体から離れて,
単に認知的知性的な存在になったように思える。そのような存在は古代哲学の理想と考えられて
いたが,数世代前に感受性の崇拝が復活した以降に生きている者にとってあまりにも無感動であ
る。
しかし情動が,“対象obiect"と呼ばれるものの反射的な身体的影響の感 じや,またその対象
に対する神経系の生得的な順応による反射的な身体的影響の感 じだとしたら,すぐに反対される
だろう。そして市民の情動の全ての対象が生得的に神経系に順応 したと考えるのは不合理である
と言われるだろう。多くの恥や侮辱に関する出来事は純粋に慣習的であり,社会環境によって変
わる。同じことが多くの畏怖と願望の問題,および多くの憂うつと後悔の出来事でも本当である。
これらの場合では,少なくとも,恥,願望,後悔などの概念は,身体的変化が自覚できる以前に,
通常の対象に対する教育と連合とに結びついているように思える。そして,もしそれらが生 じる
代わりに, これらの場合に身体的変化が概念に続いて起こるとするならば,なぜすべての場合に
おいてそうではないのだろうか?
この反対について徹底的に議論しようとすると,純粋で知的な感性論の研究にまで深く入り込
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んでしまう。ここでは2～3の言葉で十分である。情動の概念と情動自身とを区別することの議
論上の失敗について何も言わない。我々は,特定の環境の存在下で,ある種の力を利用 したこと
によって動物の中にその力が一旦固定されてしまうと,自分を維持することが基本的に不可能な
別の特徴的な環境に出会うと,その力が役に立つというというよく知られた進化論的原理を単に
思い起こすだけである。神経の発火する傾向が一旦できると,予期 しない出来事がその トリガー
を引き,その影響を失わせてしまう。これら人間の慣例的な工夫がこれら事象間にあるというこ
とは,何にも心理学的な結果でない。環境の中で最も重要なものは自分の仲間である。私の方に
向ける仲間の意識は,大部分の恥,義憤および恐怖に鍵をかけて閉じ込めて置けないという知覚
である。この意識に対する特異な感受性は,仲間が自分たちに少 しでも注意を払っているという
覚醒によって,我々の中に生じた身体上の変化によって示される。誰も自分の部屋の中を歩 くの
に用いたのと同じ筋肉の神経支配でもって,公共の会合での会場の中を歩 くわけではない。この
ような会合では,誰も身体的な興奮も起さないで情報を伝えることはできない。自分に向けられ
ている多くの見知らぬ人の目を感 じるや否や,自分に向けられたその感じが実際的なものでない
と内心確信 していても,`舞台負け (舞台での気後れ)stage―fright'は,皆が幾分感 じている不
合理で個人的な自意識の極端な感じであるに2)。これがそうであるならば,仲間の態度が私にとっ
て良いのか悪いのかという付加的信念によってより強い情動を誘発するということは 驚くべき
ものでない。原始の社会では,“良いこと"は,一切れの牛肉を手にすることを意味し,“悪いこ
と"は頭蓋骨に打撃を食らわすことが狙らわれていることを意味している。“文化的時代"では,
“悪いこと"は,通りで斬 られることを意味し,“良いこと"は名誉が与えられることを意味して
いる。行動の中に目的か敵意を理解できる限りにおいては,行動自体が何であるか全く意味を成
さない。それは情動を引き起こす知覚である。そして,それは戦争で捕らえた者が食べられよう
とされているのか,あるいは敵の部族のメンバーにさせられるかを経験 している残酷な捕虜の中
で起っているのと同じような強い身体的痙攣が,作られた社会での対処を経験 している市民であ
る私の中でも起っているかもしれない。
しかし,この反論が受け入れられたとしても,今度は,よリー般的な疑間が生 じる。情動か情動
的な概念の喚起に関係 した身体的影響によって,特定の知覚が広範囲な身体的効果を生 じるとい
う仮定に対 して何らかの証拠があるのかと尋ねられるだろう
その可能な唯一の答えは,最も確実な証拠があるということである。詩,ドラマ,または英雄
の物語を聞く際に,我々は不意に間隔を置いて襲い掛かる心臓のうねり,涙の流出や,突然襲い
掛かる波の流れのような皮膚の震えにしばしば驚かされる。音楽を聞くと,同じことがもっと顕
著に起こる。我々が森で暗く動く物体を突然見ると,はっきりした危険という意識が生じる前に,
心臓は打つのを止め,す ぐにも呼吸も止めてしまう。友人が絶壁の淵に行 くと, 彼が安全であ
るのを明らかに知っており,墜落 しないとはっきり思うにもかかわらず,我々はよく知 られた
`何となく不安なall―overishness'感じになり, 自分自身が後ずさりしてしまう。著者は7歳か8
歳の少年のときに,馬の出血を見て気が遠くなったという驚愕の出来事をよく覚えている。記憶
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が正しいならば,血液がバケツの中にあり,それと一緒に棒が入っていて,子供っぱい好奇心か
ら何の感じもなく棒をぐるりかき回して,棒から血が垂れるのを見た。突然, 日の前が真っ暗に
なり,耳鳴りが起こり何もわからなくなった。私は,血液を見たことで起こるような失神や病気
の光景を決して聞いたことがなく,それに対 して少 しも嫌悪を持っておらず,それから生じるど
んな他の種類の危険の不安も持っていなかった。よく覚えているのだが,幼い年齢で,どうして
バケツー杯分の真紅の液体の物理的な存在がそのような恐ろしい身体的影響を引き起こすことが
できたのかと驚かざるを得なかった。
2枚の鋭い刃をお互いに直角に並べ,前後に動かすことを想像 しよう。その時,全神経系組織
は,思考上で,“刃上on edge"という状態にあり,不愉快で神経質な感じ,またはそれ以上に生
じるかもしれない怖さ以外に,どのような情動があるだろうか。ここでの情動の全貯えと資源は,
刃物が直接に誘発 した無感覚の身体的影響である。このケースは,ただ観念的な情動が身体症状
に先行 し,症状自体の再現に他ならないという典型的な例である。一端,血を見て卒倒 した人は
制御不可能な心臓の減弱や不安も起こさず外科的手術の現場を目の当たりにできる。彼はある感
じを予測し,そしてその想像がそのような不安の到来を促進するのである。私は病的な恐怖の場
合について言うことができる。その場合,患者は自分自身を支配 しているものが何者でもない恐
怖自体への恐怖であると告白している。通常適切な対象は情動が誘起される前に直接予期されな
ければならないが,Bain教授が “未熟な情動tender emotion"と呼んだ様々な形の中に,情動
自体の症状を考えることが同じ情動を誘発するという効果を生 じるのだろう。感傷状態で “切望"
ということを考えることが,実際の “切望"を作り出す。そして,荒っぱい例について話をする
と,母の子供に与える愛撫の想像は親の思い焦がれる発作を喚起するかもしれない。
このようなケースの中に,その影響と表示と呼ぶもので情動がいかに始まって終わるかをはっ
きりと見ることができる。情動は,現れた感 じと概念の両方を除いては表示の精神的立脚点を持
たない。後者である概念は,実体,要点,本質およびその蓄積から構成されている。そじて,全
ての場合,表示の感 じは我々が考えるよりも如何にはるかに深い役割を果たしているかをこれら
のケースは示している。
我々の理論が本当だったら,それから必ず出てくる推論は,特定の情動の表示のどんな随意的
な喚起も情動それ自体を生 じさせるということである。もちろん大部分の情動ではテストできな
い。なぜなら表示の多くが意識的コントロールのできない器官の中にあるからである。証明でき
る範囲では,経験がこのテストを十分に確証 している。全ての人は飛行中にパニックがどのよう
に増強していくか,また深い悲 しみか怒りが進むにつれて,それらの情念自体がどのように増強
していくかを知っている。すすり泣く発作は,悲 しみをより鋭 くし,疲労と肉体の明らかな消耗
によって最後に休養が必要になるまで,より強い慟哭を引き起こす。激 しい怒りでは,繰り返さ
れる表現の暴発によって如何にクライマックスに向かって “興奮 していくか"自明である。情念
の表現を拒絶すること,それは死である。怒りを口に出す前に10数えることは馬鹿げたことであ
る。スピーチでは勇気を維持するために口笛を吹くことはない。一方,窮屈な姿勢で一日中すわ
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り,嘆き,陰気な声であらゆることに答たえると憂うつさはなかなか去らない。経験した全ての
人が知っているように, 自分自身の中の望ましくない情動的傾向を克服 したいと思うなら,弛み
ない,また瞬時には冷静に,自分が希望する反対の気質へと向かう外向きの動きに進まなければ
ならない。これより道徳教育での貴重な教訓はない。不機嫌さと憂うつさに陥った中では,持続
的な報酬が確実に本当のほがらかさと親切の到来をもたらすだろう。打撃を和らげ,目を輝かせ,
物事の腹部よりむしろ背部に注目し,長調的な調子で話をし,優 しい賛辞で過ぎてください。も
し徐々に雪どけしないなら,あなたの心臓は本当に凍りついているにちがいない !
これの唯一の例外は明らかであるが,それは本当ではない。ある人の素晴らしい情動的表情の
豊かさと活動性は“あまり話しなかったならばもっと感じるだろう"としばしば言われる。そし
て他の人々にとって,決定的な時に現れる情熱がもつ爆発的エネルギーは,起っていない間隙の
間にエネルギーを蓄えることと関連 している。しかし, これは単に性格の風変わりなタイプで,
各々のタイプの中で最後のパラグラフの法則が優勢である。情熱家はあまりに組み立てすぎて
“湧き出すこと"が彼や彼女の正常な表現方法となる。“噴出する"前に停止板を置くと,ある限
られた場面ではもっと“現実的な"活動を引き起こすが,主な場面ではそれは単にものうげさを
生 じさせるだけである。一方, どっしりした胆汁性の“眠れる火山"は情熱の表現を押さえ込み,
そのはけ口が全く得られないと吹っ切れることがある。また,まれに起こることが暴発にお、さわ
しいと思えるものを増倍するとしたら,生活が進行するにつれて強く増長していくことが分かる
だろう。
私はこの規則に対 して実際の例外はないと信 じている。例外では,抑制された悲 しみの涙のあ
などりがたい効果が述べられ,怒っているときに気持ちを話す穏やかな結果が取り扱われている。
しかし,それらは規則から離れた見掛け倒 しのうわごとである。それぞれの知覚はある神経的な
結果を導かねばならない。これが正常な情動の表現であるなら,すぐに費され,自然ななり行き
の中で平静さがもたらされる。 しかし正常な出来事が何かの原因で妨げられるとしたなら,流れ
はある状況の下では他の経路に侵入し,異なった悪い影響が働いてしまう。 したがって復讐を抱
く事が憤りの爆発で置き換わるかもしれない。乾いた熱が仕方なく泣く人の気分を使い尽くすか
もしれない。または,Danteが言うように,涙で石を変えさせるかもしれない。そして,涙か,
激しい発作が感謝の信念をもたらすかもしれない。我々が子供に情動の抑え方を教えるとき,子
供たちがより強く感じるか全く逆に感じるということではない。それはもっと考えることである。
そして,神経電流がある領域から下に導かれた領域に対 して,脳の思考回路の活動を増さなくて
はならない(注3)。
感 じられた情動に対する身体症状の優先性に関する最後の議論は,共通のスキームの下で,病
理学的なケースと正常なケースをこの手法によって定式化することである。あらゆる保護施設で
は,必ず動機づけされていない恐怖,怒り,憂うつ,またはうぬばれの例が見つけられる。そし
てなぜそうなるかという最適な外的理由にも関わらず,持続的で動機付けのない無感動の別の例
が見つけられる。前者の場合に,我々は,神経装置がある1つの情動的な方向に“変わりやすい"
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と考えなければならない。しかし不適切なあらゆる刺激がその過程で心を乱すことを引き起こす
のだろう。その結果として,情動の精神的身体が構成している特定の複雑な感じを生み出すのだ
ろう。深呼吸ができなくて心臓が動揺できない1つの瞬間をとってみると,いくらか屈んでいる
態度をとり,座るような不自然な形や,まだ知 られていない他の内臓経過を伴った
“前心臓性不
安 precOrdial anxiety"として感 じられた特定の上腹部の変化, これら全ては,ある
一人の人の
中で自発的に起こっていることである。これらを組み合わせた感じが恐怖の情動であり,彼は恐
怖症として知られているところの犠牲者である。最も痛ましい疾患の発作を時折受けている友人
は,全ての出来事が,い臓と呼吸器の周りに集中しているように思い,発作の間に努力すべきこと
は心臓をゆっくりさせようとするイメージをコントロールすることであり,深呼吸し,そ して立
ち上がり,恐怖自体が離れ去っていくことを知ることであると私に言っていたに
4)。
反対の状態,つまり情動的に無感動である患者の一人によって示されたBrachetへの説明は,
よく引用されるし,また再度引用される価値のあるものである。
“私はいつも我慢 し続けている (と彼女はいう);私は慰められる瞬間もなく,人間的な感覚
もない。幸せで快い生活に囲まれ,楽 しみや感 じの能力があったとしても, これら両方は身体的
に不可能であった。全てのもの,たとえ子供たちの未熟な愛撫ですら,苦痛だけを感 じた。子供
たちにキスをしたとしても,彼らの唇と私の間に何かがあった。そしてその恐ろしい何かは私と
生活を楽 しむ全ての間にあった。私の存在は不完全である。通常での生活の動きや働きは真実で
あるが,それらの全てにおいて,いまだ私に留まり欲している何かがある 一 つまり,それら
に遮、さわしい感情,心,そして次のような喜び 00・私の多々の勝 や私自身の多々″クから分
〃 ι τι)るかのよジであク′クのどん憲感 ι｀6与えてぐれるごとがでま/J‐ι)かのようであるメご
の不粥 紺 ″Zの頭の″で感 どろ空間|こ餃存 ι3)るようであク′全身 の感受性力ゞ減少 ι τι)ろ
ようの 物 ′〃力ゞ触 ろ物体/c‐潔 ιで実際tこ鍵 できなι)ようである 。・・グ(ま皮膚tこおグろ気温
夕 を充分感 εるごとかできるが み 効 後 方るとまの空気の感 εを6″や経験 でまれ )・・・
このこと全ては至って小さいことであるかもしれない。しかし感じの必要性と望みは経験 して
いるけれど,それはどんな種類の感じも楽 しみも不可能だという恐ろしい結果であり,自分の生
活に計り知れない苦痛を与えるものである。生活のあらゆる機能,あらゆる行動はそのままであ
るが,それに属する感じの欠落,それに続く楽しみが欠落している。足が冷たくて足を暖めるが,
暖めることによる喜びを得ることができない。私は食べるもの全ての味をどんな喜びもなく認識
できる・・・私の子供たちはハンサムに健康そうに成長している。皆がそう言い,私自身もそう
見える。 しかし私は感じるべき嬉 しさや内なるなぐさめを得ることはできない。私の娘は非常に
上手に音楽を奏でるが,私にとって雑音以外何物でもない。一年前小さな空間の中で指が奏でる
優雅なコンサートを聴いた生き生きした興味, このような脆い涙を流させた普通の振動, これら
全てはもはや存在しないG5)。
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他の患者は,印象がシールされて感受性の中に浸透 しないような氷の壁に閉ざされたとか, ゴ
ムの殻で覆われた状態のようだと自分自身を描写 している。
もし我々の仮説が正しいならば, もっとも厳密な意味で,心的生活が身体的枠組みを伴ってど
れほど回復できるかについて以前より深く理解できるだろう。感 じとして考えられる歓喜,愛,
野心,憤り,そしてプライドは,喜びや痛みといった粗い身体的な感覚をもった同じ土壌の産物
である。 しかし, これは“標準"情動と呼ぶものだけに確かめられており,一見,身体的結果の
見られない内部感覚は説明されないままであると最初に述べた。我々は,終わる前に, これら後
半の感じ (内部感覚)について,一つ二つ述べておきたい。
読者は,それらが道徳的,知性的,精神的な感 じであると思い起こすだろう。音,色,輪郭の
調和,論理的一貫性,目的論的な適合性との一致は,我々の表象の表現形式に深く染み込んでお
り,そして脳の深部から押し寄せるどんな反響からも関係のない喜びで影響される。Herbartian
心理学者は,理念の整然さの中にある形式によって感 じを区別 しようとした。奇麗さorettyや
適切さneatは, こでは,純粋感覚に付随したもの,感覚自身とは関係のないものであるが,
“奇麗さ"は絵画や音楽で幾何学的表現として,“適切さ"は正当性の行為として考えられた。こ
れまで解析 してきた,いわゆる“標準"情動から作 られたモードとは明らかに異なる喜びや不快
といった純粋な脳の形式を我々か,我々の幾人かは持っている。そして,我々の説明を信 じてこ
なかった読者は,今やこのことを認め,我々が全ての場合の説明を放棄したと考えていることは
確かである。音楽的な知覚,論理的な理念は情動的感 じをすぐに喚起するために,対象物の存在
もしくは出来事の経験によって生 じるいわゆる“標準"情動の場合に,情動的感 じがすぐに喚起
され,身体的表現が後からきて加えられたと仮定するのは不自然なことであると彼らは言うだろ
う。
しかし,脳での純粋な情動を冷静に吟味したとしても, この同一化にはほとんど力にならない。
実際に,知性的感 じとある種の身体的反響とが連結されない限り,また機械装置の適切さを笑っ
たり,行動の判断でスリルを味わったり,音楽の演奏できりきり痛まない限り,心的状態は他の
どんなことよりも正 しさの判断とより結びついている。そして,そのような判断は,むしろ真実
の自覚において区分されるものであり,それは認識的行動である。 しかし,実際の問題として,
知性的感じは随伴 した感じを伴わないで存在 しているということは難 しい。注意深い内省が示す
ように,我々が常々考えているよりはるか彼方で身体的音響板は働いている。それでも,ある種
の影響を伴った長期間の慣れ親しさは,味覚と判断を鋭 くするのと同じくらい情動の感受性を鈍
くしてしまう。一方,それが純粋さや綺麗さであると呼ばれるならば,それは知性的情動をもた
らすだろう。そして,その冷淡さや弱さ,すべての輝きの欠如は,徹底した専門の評論家の心に
存在するように,最初に考えた“標準"情動との違いが何であるかを示すだけでなく,ある場合
に身体的音響板が振動 し,他の場合には無言あるという事実の中に全く異なったことが横たわっ
ていることを疑わせる。完璧な味覚を持った人の “そんなにひどく悪くない"は,表現の価値を
示す上で最高のものになる傾向がある。“何物にも驚かないRien ne me choque"は,Chopinの
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新しい音楽の最上級の称賛であったと言われている。涙もろい素人は,打ち勝つための好意もし
くは疎外に対して,評論家の心の中で,人間の意味の動機付けがどのくらい冷たく,希薄で,空
虚であるかを見ると,ぞっと感じるだろうし,ぞっと感じるべきである。壁上に素晴らしいスポッ
トを作る包容力は絵全体の内容を補うだろう。ばかげた言葉の芸当は一つの詩を維持するだろう。
また,ひとつの音楽の構成で完全に意味のない配列の合目的性は,“表現性
"において下品なも
のになるだろう。
私は, ベニスのアカデ ミーで 2月の身にしみるような日に,Titianによる有名な
“仮定
Assumption"の前にイギリス人のカップルが,1時間以上座っているのを見たことを覚えてい
る。そして,寒さからできるだけ早く陽が当たっている所に移ろうと部屋から部屋へ移動 して,
その絵を見過ごそうとした。しかし,去る前に,彼らがどんな優れた感受性を持っているかを知
るためにうやうやしく彼らに近づいた時,私が3、と耳にしたものは,女性の声のつぶやきであっ
た。“彼女の顔はなんと嘆願的な表情をしているでしょうか !何という自己否定なのでしょうか。
彼女が受けている名誉の価値をどれほど感 じてないでいるのでしょうか !"年老いたTitianをう
んざりさせた偽 りの感傷によってさえも,彼 らの正直な心は,絶えず暖か く保たれていた。
Ruskin氏はどこかで,信心深い人が概 してその絵にはほとんど気にかけないということ,たと
え気にしたとしても,一般的に最良よりも少し悪いほうを好むという厳 しい告白をしている。そ
う!あらゆる芸術,あらゆる科学には,ある関係が正しいのか正しくないのかの鋭い認知があり,
情動的なほとばしりとスリルな結果がある。そして, これらは一つではなく,二つ伴ったもので
ある。前者は,専門家やマスターが家にいるようなものである。後者の付属物は,ほとんど感 じ
ないかもしれない身体上の興奮である。 しかし,それは批判的な判断のできなかったCretinsや
ペリシテ人Philistinesが経験するかもしれない身体上の興奮である。有名な文献に書かれてい
る科学の“驚異"は,研究室にいる人々にとって “キャビア"のようなものである。認識と情動は
この最後の黙想においてすら分けられている 一 それらの拮抗が精神と肉体の間のもがきとして
知られている古いもがきの一つの相でないと誰が言うだろうか?一 そのもがきとはパーティが
その場所を離れて他の場所へ行 くか行かないかというかなり確かさのものである。
私たちの出発点,つまり脳の生理学に立ち戻ろう。もし,大脳皮質が特殊な感覚器官,皮膚の
一部,各筋肉,各関節,各内臓での変化の知覚に関する中枢を含んでおり,それ以外には全く何
も含んでないと考えると,我々は情動過程を完全に表すことができるような仕組みを別に持って
いることになる。ある対象は感覚器官に入り,適切な大脳皮質の中枢で知覚される。そして,大
脳皮質はいくつかの他の経路を興奮させ,同じ対象物の理念を生 じさせる。ひらめきのような速
さを持っている反射電流は,あらかじめ定まっている経路を通り,筋肉,皮膚,内臓の状態を変
化させ, これらの変化が大脳皮質の多 くの特定の領域で意識と結合し,単なる対象理解から情動
性を帯びた対象に変換され,元の対象物のように統覚される。この流れは新 しい原理を含んでは
いないし,普通の反射回路や何らかの形で存在することを認められている総論的な中枢を越えて
仮定されていない。
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仮説の真実性に対する決定的なテストでは,決定的な論破を得ることが非常に難 しいということ
を認められなければならない。無感動以外の知性や運動の変化を有 しない完全な肉体内外の麻痺
に関するケースは,たとえそれが決定的なテストでなく強い推察であったとしても,先に設定 し
た視点に関する真実を支持するだろう。 しかし,そのような場合の強い情動性感じの持続は我々
のケースを完全にひっくりかえすことにもなるだろう。ヒステリー性麻痺は,根拠を包含するに
充分な完全なものではないように思われる。一方,他の器質性疾患での完全な麻痺は非常にまれ
なものである。有名な耳emigius Leimsの場合において,情動状態はレポータ‐によって全 く言
及されなかった。すなわち,概 して心の中に先の疑問も持たず何も気づいていないために,それ
が正常であったという推定を全 く提供 しない状況であった。Georg Winter博士は,最近いくつ
かのよく似たケースを描写しており06),質問に対し親切に次のように私に書いてくれた :一“そ
のケースは,私の観察から離れて 1年半の間続いている。 しかし,私がはっきりと述べることの
できる限りでは,その男性はある種の心的無感動や怠惰によって特徴づけられる。彼は穏やかで
あり,冷静な強さの性格を全体として持っている。彼は短気でも怒りっぼくでもなく,落ち着い
て農作業を行っていたし,仕事や家事において他の人に気遣っていた。要するに彼は自分の仕事
を超えての興味を示さないような穏やかな田舎人の印象を与えていた。"Winter博士はそのケー
スを研究する際に, これが彼の主な目的に対する“副次的nebensachlich"なものと考え,男性
の精神的な状態に関するどんな特別な注意も払わなかったことを付け足 している。私の質問に対
するWinter博士の答えは,私が期待していたある種の答えに関しての手がかりを与えることが
できなかったことを述べておく。
もちろん, このケースは何にも証明していないが,精神内科医や神経科医が麻痺と無感動との
間の関係を几帳面に研究し始めてくれるかもしれないということを期待 している。ここで提案さ
れた仮説がもし最終的に確かめられたり,反証されるならば,彼らだけが手の中にデータを持っ
ていることになる。
追伸
編集者に原稿を送るときの許しがたい忘れっぽさのため,私は出版の時点で, レポートを読ん
でいたに もかかわ らず, Strumpell教授が Ziemssen's Deutsches Archiev fur klinische
Medicin x対i,321に出版 した全麻痺の特異なケースの存在を無視 していた。「参照 :このケース
の最初のレポー トはPfluger's ArchivからMind X,263に翻訳されている。」私は,医学文献に
おいて,それが,唯一残っているものであり,それでもって我々の文献検索が完全であると信じ
ている。多 くの関連から重要な原著を引用すると,患者 -5歳の靴屋の見習い一 は,一方の目
と,一方の耳を除いて,内側も外側も完全に麻痺 していたが, 自分のベットを汚すことに対し恥
かしがっていた。また,以前, 自分の前にお気に入りの料理が出されたとき,彼は, もはやその
味を味わうことができないのだと思い,悲しみを見せていた。 しかし,Strumpell博士は,彼の
精神状態に特別な注意を払わないようだった。これが我々の理論的問題であったので,その理論
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の本質は何であったのか,そ して述べられている悲 しみや恥が少年の心の中での本当の感じとし
て確かに感 じていたかどうかどうか,単に特定の知覚によって起こる単なる反射的表示なのか,
もしくは少年自身は感じていないが,外部の観察者が記述しているだけの表示なのかを尋ねる手
紙を彼に書いた。
Strumpell博士は,非常に親切な答えを送ってくれた。それについて最も重要な部分を訳す。
“私は,あなた方の理論の意味が必要とする特定のことについて,私のAnoesthetikerの観察で
調査を設定 していなかったことを認めなければなりません。それにも関わらず,彼が情動的感 じ
を決して完全には欠如 していないという文をはっきりと出すことができたと思います。私の論文
で述べられている悲 しみと恥の感 じに加えて,彼が例えば怒りの感じを示して, しばしば病院の
看護人と喧嘩していたことをはっきりと思い出します。彼はまた,私が彼を罰するかどうかとい
う恐れを示 しました。要するに,私のケースが,あなた方の理論と合致する話だと思いません。
他方で,それが,あなた方の理論を積極的に反論しているとも断言 しません。私のケースは,確
かに,中枢で条件づけられた麻痺のひとつであって,(ヒステリーのそれのような知覚麻痺,)そ
れゆえ,彼の中で外部への印象の伝わりが乱れずに起こっていたのかもしれません
"
私は最後の考察の関連性を見い出せなかったということを認める。そして, これは私自身の考
えを伝えようとした手紙があまりに短 くあいまいすぎたのではないかという懸念を抱かさせる。
なぜなら,彼の答えは,少年の感 じに対する外部への表示以外の何の明確な関連を示していない
からである。見知らぬ人が少年の前に初めて現れて,少年が食べたり飲んだり他の自然的欲求を
満たすのを見たとすると,ほとんど視力と聴力だけで,まったく感じがなくてこれら全てのこと
をしていることを知らされるまで,少年が飢えや渇きの感 じなどを持っていないと想像できるだ
ろうか。また,患者に直接的で内省的な質問をしなかったStrumpell博士は,感 じとその習慣的
な動きとの間の区別を省略し,自発的な反応を期待できない患者の感じがそこにあったかのよう
に正しいと誤ってとってしまった可能性はないだろうか。そのような間違えはもちろん可能であ
り,それゆえまだ私の理論を証明していないというStrumpell博士自身の言葉を私は繰り返さね
ばならない。万一,類似 したケースが繰り返されるようなら,それは,恥や怒りなどの外部への
表現と共存する内側の情動的な状態として調べるべきである。そして,患者が初期の正常な状態
で,その名前の下で知られている感じと同じような感じの気分を正確に認識したとわかったなら,
私の理論はもちろん陥落するだろう。 しかし,私にとって患者が,組織的な音のなる盤を落とし
て音を消すことと,必然的に何らかの方法でボリュームを下げて音を消すということとが同一の
感 じを持っているということは信 じられない。Strumpel博士の患者の先生は,患者の麻痺中に
精神的欠陥を見つけた。それは,彼の感情的な生活の全てではないかもしれないが, とても重要
な感じの集まりが減ったことによって,彼の一般的な知的活力が減じた結果によるかもしれない。
情動についての最大限の知識を,全身麻痺のケースから引き出そうとしている人は,私の論文の
ような記述で,患者の心の中を質問しなければならない。そのような仮説から始め,制限したり
削除したりする方法で修正していくことによって,まったく確かな仮説を立てないよりも,ずっ
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とうまく純粋な精神情動を定義することができる。このように,たとえその理論の主張すること
が厳 しく判断され誤りだとされても,私の論文の出版は正当化されるであろう。そのために一番
言えることは,論文を書くことによって,それが真実であることを自分自身に説得したというこ
とである。
注釈
1)もちろん, どのようにしてその変化が感 じられるのかという生理学的な疑間が生 じる。起っ
た修飾の内容を脳に戻す器官の感覚神経によって変化が起った後か? 興奮 した器官の方に
降りていく経路に始まる外向き神経電流の意識によって変化が起る前か? 我々が持ってい
るすべての証拠は,前者のほうが合っているはずだと私は信 じている。その疑間は, こで
議論するにはあまりにも急ごしらえのようであるが, しかし私は,それについて1880年のボ
ストン自然史団体の記念行事において “The Feeling of Effort(努力の感情)"という題の論
文の中で一言述べた。(その年La Critique Phi10sophiqueに転載され,MIND XX,582に
要約されている。またG.E.MullerのGrundlegung der PsychOphysik,&110を参照)
2)個人の自己意識は,全身体的事象であり,大部分は心構えの意識のことである。そして自己
意識は,他の情動のように身体状態と反応 し,心構えの修正,つまりほとんどの男性におけ
る厳格さ,子供においては,ひねくれたり, もじもじすること,そ して女性においては様々
な上品な,内気なポーズに導くことを言及 しておく。
3)これは,脳の損傷で起こっていることと反対のことである。外部からの力,内部の破裂と腫
瘍,単なる疾病による欠乏のためであってもなくてもである。大脳皮質の浸透性が下がった
ように見える。それは,興奮が,作用ルー トを通って左右に伝わる代わりに,下部のルート
をとって身体の組織へと伝わる傾向があるためである。その結果,私たちは,泣いたり,笑っ
たり,些細な挑発や論理的な考えの弱さや,意志や,決定力の弱さからくる病績をおこす。
4)心臓が,客観的にあまりかき乱されない病的な恐れの場合もあるということも認めざるをえ
ない。 しかし, これらは我々の理論に対 し何の証明にもならない。なぜなら,実際の身体変
化のために,心臓や,他の組織の感覚が複雑になることへ恐怖を感 じている大脳皮質の中枢
が脳の疾患でまず始めに刺激され,変化の幻覚 ― それは結果として恐怖の幻覚で比較的穏
やかな脈を伴っている二 を生 じる可能性がある。私は,それが可能であると言う。なぜな
ら事実を検証するような観察を無視 しているからである。催眠状態,エクスタシーなどは,
類似 した例である 一 普段の夢の話に対 してではない。すべてのこれらの状況の下で,人は,
完全な休息のときに,純粋な神経中枢活動の結果として, 日であったり,耳であったり,よ
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り内臓的で感情的であるような最も活発な主観的感じを抱 くかもしれない。感じの主観的な
強さは, これらの場合に,中枢の擾乱の実際のエネルギーによるのか,単なる意識場を狭 く
小さくすることに対し起こるのかどうかは,私に関係 したことではない。鬱病のケースにお
いて視野の狭窄化が通常存在する。
5)Semalからの引用 :De la Sensibilite generale dans les Affections mekancoliques,Paris,
1876, pp.130-135.
6)“Ein Fall von allgerneiner Anesthesie," Inaugural―Dissertation.Heidelberg, Winterrn
1882.
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